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現在の支援状況

第18回フードドライブにご協力いただきありがとうございました。

　1〜2月に行いました 第18回フードドライブでもたくさんの食品が集まりました。今回
のフードドライブの合計回収量は、約10.3トン、お米が多く集まる9〜10月の時期を除
くと最高値となりました。フードドライブの度に寄贈してくださる方等、リピーターが増
えているという点も大きな要因だと思っています。また、フードバンクちばには、毎日、
宅配便でご家庭や病院、お寺等さまざまなところから食品が届きます。直接持ってきてく
ださる方もいます。そうした善意の積み重ねが10トンもの量になるのかと思うと、あら
ためてものすごいことなんだと実感します。食品を寄贈してくださった皆さまはもちろん、
普段の業務もある中、毎回、食品を預かってくださる受け取り窓口の皆さま、本当にあり
がとうございます。フードバンクちばがスタートして6年が経ちますが、この間、生活困
窮者自立支援法が施行され、食の支援の重要性も高まっており、さまざまな機関や団体と
の連携が広がりました。また、毎日県内の各機関から届く食料支援の要請に基づき、食品
を箱詰めしていく作業では、地域のボランティアの皆さ
まのご協力が不可欠です。寄付や会費収入、助成金等の
財政面から支援もなくてはならないものです。単なる民
間のボランティア活動にも関わらず、フードバンクちば
がここまで続けてこれたのは、多くの方々の支えがあっ
てこそです。地域の中で無駄をなくし、地域の中で困っ
ている方々の一助になるよう今後も努力していく所存で
す。引き続き、ご協力どうぞよろしくお願いいたします。

  第19回フードドライブ  2018 年5月14日（月）～ 6 月29 日（金）
　第20回フードドライブ	   2018 年 9 月 18 日（火）～ 10 月 31 日（火）
　第21回フードドライブ	   2019 年 1 月 15 日（火）～ 2 月 28 日（木）

❶ 第 18 回フードドライ
ブにご協力いただきあり
がとうございました。

❷ フードバンクちばの支
援状況をお知らせします。

❸ 「いのちをつなごう～
フードバンクちば×生活協
同組合連携キャンペーン」

❹ 企業からもたくさんの
ご寄贈をいただきました。

❺ 各方面のイベントや会
議へ参加し、フードバンク
の普及に努めています。

❻ 大手スーパーとの連携
が始まりました。
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ご寄付のお願い
フードバンクちばでは、皆様のご寄付や協賛金を受け付けております。活動をご理解いただき、ご協力どうぞ
よろしくお願いいたします。ご協力には下記郵便振替口座をご利用下さい。なお定期的なご寄付が可能という
場合は、ぜひ『フードバンクサポート会』へのご入会をご検討ください。

● 郵便振替口座

口座名義  ：  フードバンクちば    口座番号  ：  00150-2-652117
● ゆうちょ以外からの振込先
銀行名 ： ゆうちょ銀行　種別 ： 当座　支店名 ： 〇一九店　口座番号 ： 0652117　口座名義 ： フードバンクちば

お問い合わせ
ボランティア活動に参加してみたいという方を随時募集しています。またフードバンク活動についての詳細
などお気軽にお問い合わせください。

	043-375-6804 平日 10:00〜17:00             043-242-8900
※スタッフ不在の場合は、留守番電話にお名前とご連絡先電話番号をお話しください。折り返しこちらからご連絡いたします。

	) fbchiba@jigyoudan.com
:http://foodbank-chiba.com 
ブログ ： fbchiba.ko-me.com
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2017 年 4 月〜2018 年 3
月までに提供した食品

団体 :	約23.6トン
	 （のべ311件）

個人 :	約19.6トン
	 （のべ2,307件）

内訳：お米・調味料・パス
タ・そうめん・缶詰・菓子・
飲料・災害備蓄品など

余ってませんか。もったいない食品大募集中!!
【ご家庭から】
家庭で余っている食品（保存可能な物）を募集しています。
寄付いただきたい食品
□  穀類（お米、麺類、小麦等）	 □  保存食品（缶詰、瓶詰等）
□  乾物（のり・豆など）	 □  インスタント食品・レトルト食品
□  調味料各種、食用油	 □  ギフトパック（お歳暮・お中元等）
□  飲料（ジュース・コーヒー・お茶等）　　□  菓子類
【企業等から】
包材の破損や賞味期限間近などにより、廃棄する予定の食品（賞味期限１カ月以上）などがございましたら、
ぜひご寄贈ください。条件等は別途ご相談させていただきます。

個人支援に利用させていただいている食品の一例

この会報は共同募金の助成により発行されています。

大手スーパーとの連携が始まりました。
　食品を扱う企業では、賞味期限と消費期限の管理のため、一定のルールに
基づいて期限前に店頭から食品を撤去し、廃棄していましたが、フードバン
クと連携し、食品廃棄物の抑制と食品の有効活用を図る動きが広がっていま
す。フードバンクちばでは、昨年より（株）カスミと今年 5 月より株式会社ダイ
エーと連携が始まります。（株）カスミでは、フードスクエア千葉みなと店とフー
ドスクエア稲毛海岸店の２店舗で、店舗での販売期限が過ぎた食品を２週間
に１度、株式会社ダイエーでは、グルメシティ千葉中央店とダイエーモリシ
ア津田沼店・イオンフードスタイルの
２店舗で、毎月第 3 週に行うフードドラ
イブで集まった食品と店舗から出る処
分食品を合わせて月に１回ご寄贈いた
だく予定です。双方とも非常に熱心に
取り組んでくださっていて、食品を扱
うからこそ、無駄にしたくないという
思いが伝わってきます。

2017 年度は法人・団体サポート会員 58 団体、個人サポート会員
98 名（H30.3 現在）にご入会いただきました。会員の皆様に感謝
するとともに、さらに多くの方々のご協力をお待ちしております。入
会をご希望の方は、別途、入会申込書に必要事項を記入し、フード
バンクちば宛に郵送または FAX いただき、会費をご入金いただけ
れば手続きは完了です。または郵便局の振込用紙の備考欄にお名前
と連絡先を明記し、会費を下記口座にご入金ください。

● 会費
個人サポート会員：１口 2,000 円／年（１口以上）
法人・団体サポート会員： １口 10,000 円／年（１口以上）
会費納入先

● 郵便振替口座
口座番号	 ：00160-8-486977
口座名義	 ：フードバンクちばサポート会

● ゆうちょ以外からの振込先
銀行名	 ： ゆうちょ銀行
種別 ： 当座　支店名 ： 〇一九店
口座番号	 ：0486977
口座名義	 ：フードバンクちばサポート会

コープみらい東寺山店の食品回収ボックスに集
まったさまざまな食品。

フードバンクちばには、
ご家庭・企業をはじめ病院やお寺等
さまざまなところから食品が届きます。

「フードバンクちばサポート会」入会のご案内

ダイエー２店舗では、５月21日（月）〜27日（日）
にフードドライブを行う予定です。

サポーターグッズ！



フードバンクちばでは、昨年度に引き続き県内の 4生協（生活クラ
ブ・パルシステム千葉・コープみらい・なのはな生協）および県生
協連と連携して「いのちをつなごう～フードバンクちば×県内生協
連携キャンペーン」を行います。期間は 2018 年 9月～ 11 月を予

定しており、8月 31日（金）に船橋市勤労市民センター・ホールにてキックオフイベントを行います。イベントでは、
全国フードバンク推進協議会の米山けい子会長にご講演をいただくほか、各生協からの報告等も行います。また、
キャンペーンの内容や途中経過については、特設ホームページを開設します。

　定期的に株式会社永谷園様・ヤマサ醤油（株）様・コカ・コーラボトラーズジャパン様よりたくさんの食品・調味料・飲
料等を寄贈いただいています。公益財団法人鉄道弘済会戸田駅前保育所様よりアルファ米（50食：1箱）・乾パン（24缶：3箱）・
災害用クラッカー（24缶：3箱）、三和商事様より災害用保存パン（24缶：75箱）、印西市役所様よりアルファ米（50食：54箱）・
防災食ラーメン（50食：7箱）・災害用 リッツ（10缶：4箱）・災害用クラッカー（24缶：4箱）・保存水 500ml（24本：22箱）・
粉ミルク（8缶：24箱）、株式会社ブリッジアンドサン様よりカレースパイス、マブチモーター株式会社様よりアルファ米（50
食：69箱）・災害用保存パン（24缶：19箱）・防災食（さば味噌煮（50食：9箱）・牛丼の具（50食：9箱）・ポークカレー（50食：
7箱））・災害用ようかん（60個：30箱）・ピリ辛肉缶詰（24缶：19箱）・保存水 500ml（24本：2箱）、東京ガス株式会社佐
倉支社様より野菜ジュース（30缶：15箱）、株式会社吉田製作所様より災害用保存パン（24缶：36箱）、JA全農ミートフー
ズ株式会社様より災害用クラッカー（24缶：6箱）、ソニーグローバルマニュファクチャリング＆オペレーションズ株式会
社木更津サイト様よりアルファ米（50食：12箱）・防災食（さば味噌煮（50食：8箱）・牛丼の具（50食：8箱）・ハンバーグ
（50食：8箱）・筑前煮（50食：8箱）・肉じゃが（50食：8箱）・きんぴらごぼう（50食：8箱））、全国
農業協同組合連合会千葉県本部様よりコンクール出品米（5kg ×60袋）、浅草今半様より贈答用佃煮、
株式会社金田臨海総合様より缶詰・調味料他、千葉商業高校様より災害用保存パン（26缶）・リポビ
タンD（15本）・保存水 500ml（20本）、有限会社ダスカジャパン クァウテモック様よりチョコレー
ト（60kg）、マルコメ株式会社様よりインスタントみそ汁（800個）、テサテープ株式会社様よりフー
ドバー（470個）・ウォーターパック（470個）、パチンコ VEGA 千葉南店様／企業組合アドベンチャー
バケーションネットワーク様よりお菓子をいただきました。ご支援ありがとうございました。

「いのちをつなごう～フードバンクちば×生活協同組合連携キャンペーン」

企業からもたくさんのご寄贈をいただきました。大切に使わせていただきます。

フードバンクちば×千葉県内生活協同組合連携キャンペーン ロゴマーク　＜横バージョン・各種媒体用＞

返品された紙おむつが県内の乳児院を中心に有効活用されています。
　返品・キャンセル等で処分されてしまう紙おむつをコープみらい（千葉）より、ご寄贈いただいています。これまでの合計
は、3,648 個（H29.8 〜 H30.4）にもなります。コープみらいと連携を交わしているフードバンクちばが事務手続きや連絡調整を、
実際の引き取り・分配は、県内の乳児院にお願いしています。関係各所への事前のヒヤリングにおいても、紙おむつや粉ミル
クのような消耗品は常に需要があり、今回の取り組みは、ロス削減および有効活用という両面で大きな成果があったと言えます。
一方で流通の仕組み上、返品された紙おむつが廃棄されてしまうという現状は、大変もったいないことであるとは言え、大規
模な物流の仕組みの中でイレギュラーな調整することも大きな負担を伴うことです。コープみらい内部でのご尽力にあらため
て感謝申し上げます。また、引き取り先が野田市ということで、ほとんどが
県南にある乳児院からの引き取りも大きな課題でした。千葉県乳児院部会会
長でコミュニティ長柄の塩原施設長に舵をとっていただき、利用へ向けての
合意および引き取りの持ち回り等の調整が行われ、各乳児院への提供が実現
しました。さらに、乳児院部会からは、乳児院内や関係施設での使用に留ま
らず、実際に困っている方々への支援に活用していきたいという意向で、一
部の施設で実施している「おやこ広場」・里親・施設退所児・必要とする児童
相談所や障がい児関連の病院等への提供へと広がりをみせています。

各方面のイベントや会議へ参加し、フードバンクの普及に努めています。

視察・研修・調査等でたくさんの方が
フードバンクちばに来所されました。
● 12/26	 千葉大学 Fabric
● 1/12	 こむ net ちば
● 1/15	 子ども食堂「こっこ」
● 3/27	 八千代松陰高校　課外研修
● 4/7	 八ツ手グループ　視察   他

研修等の講師でお話ししました。
● 12/22	 コープみらいカレッジ（東京）
● 4/14	 千葉市第 304 地区民生委員児童委員協議会
	 ・学習会（千葉市） 他 

各種イベントに出展、ご協力いただきました。
● 1/27	 広がれ、こども応援のわ（船橋市）
● 1/28	 ふなばしメグスパ　健康フェア（船橋市）
● 2/18	 コープみらい「きやっせ」見本市（千葉市）
● 3/11	 幕張マルシェ（千葉市）   他

メディアで取材されました。
● 1/15	 広報いちはら
	 食品ロス・フードドライブの利用について
● 2/2.9	 ちいき新聞
	 第 18 回フードドライブ

● 4/12	 日本生協連 CO・OP ピックアップ
	  No.8 「フードドライブの取り組み」
● 4/23	 コープみらい
	 広報誌ちばインフォメーション　他

助成金をいただきました。
● 2017 年度「地域づくり基金」（パルシステム連合会）（60 万円）
● 2017 年度「赤い羽根共同募金広域助成」（33 万円）
● 2018 年度「キリン・地域のちから応援事業」助成金（28 万円）

　フードバンクちばは、多くの皆様のおかげで 6 周年を迎えること

ができました。今回は、日本の貧困問題の中でも深刻化している子
どもと食の密接な関係に焦点を当て、新潟県立大学の村山教授にお
話をしていただきます。また、この１年の活動をご報告させていた
だくと共に、皆様への感謝の意を込めて、ささやかですがランチも
ご用意します。大勢のご参加をお待ちしています。

2018年6月16日（土）
10：00～14：30（予定）
会  場 ● 千葉大学西千葉キャンパス内
	 人文社会科学系総合研究棟
記念講演 ● 「子どもの貧困と食」
	 村山伸子さん 新潟県立大学人間生活学部健康栄養学科教授

● 参加無料、どなたでもご参加できます。
● お申し込み方法や詳細につきましては HP でご確認いただくか、フードバ
ンクちばへお問い合わせください。 

フードバンクちば6周年イベントのご案内

フードバンクちばの支援状況をお知らせします。

　2017年度の個人支援は、のべ 2,307件で、月
平均約192件、1日約10件の支援を行ったこと
になります。フードバンクちばでは、約40市町
の社会福祉協議会、同じく約30市町の社会福祉
関連部署、その他、中核地域生活支援センター、
地域包括支援センター等、全部で200ヶ所ほどの
相談・支援窓口と連携し、当面の食事に事欠く緊
急性の高い方を中心に食品支援を行っています。

中核地域生活支援センターより（2 月）
以前住んでいたアパートの家賃を滞納し、退去
となる。その後、約１年半車上生活を送っていた。
施設入所が決まったが、入所までの 10日間は食
料支援が必要。

70代男性

市役所より（1 月）
母親は就労しているが、収入は月約10万円。何
とかやりくりして来たが、生活費・居住費・教育
費に困窮、生活保護の申請となる。すでに家に食
料はなく、保護費支給までフードバンクを利用。

４0代母親
１0才長男

社会福祉協議会より（3 月）
本人、母親、姪夫婦、生後７ヶ月の姪の子の５人
世帯。現状では生活保護は該当しないが、家計は
破綻している。今後どうすべきか行政でも協議中。
介護を受けている母親のケアマネージャーを通し
て相談、フードバンクの申請に至る。

70代母親
50代長男

20代姪夫婦
0 歳児

70代男性

地域包括支援センターより（12 月）
年金受給の単身者。本人に病識はないが軽度の認
知症の疑いがある。「朝、財布に入れたお金がな
くなった。」と銀行に訴えたことからセンターにつ
ながった。金銭管理を行いながら、様子を見守っ
ていくが、当座の食料が不足している。

● 紙おむつの主な利用先 

名称 所在地

乳児院エンジェルホーム 千葉市若葉区加曽利町

聖愛乳児園 いすみ市岬町三門

方舟乳児園 富津市湊

乳児院コミュニティ長柄 長生郡長柄町長柄山

乳児院ほうゆうベビーホーム 八千代市上高野

乳児院イーハトーブ 八街市八街字大清水

君津の杜赤ちゃんの家 君津市糠田
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個人支援月別利用件数	


281
件

個人支援月別利用件数

東京ガス株式会社佐倉支社
様にお届けいただいた様子。

ふ
な
ば
し
メ
グ
ス
パ
で
行
わ
れ
た
健
康

フ
ェ
ア
の
様
子
。


